
【予防方法】 
  食事を口移しで与えるなど、犬や猫との過剰な 
  触れ合いは控えましょう。 
  犬や猫を触った後は手洗いをしましょう。 
  特に猫の爪はこまめに切りましょう。 
  部屋の空気を清潔に保ちましょう。 
  高齢者、乳幼児など抵抗力の弱い人は 
  特に注意しましょう。 

 【人への感染経路  】 

  ・  犬や猫に咬まれる、ひっかかれる 
    ・  食事を口移しで与える 
    ・  空気中の細菌を吸い込む 
 

 【人での症状  】 
   感染してから３０分から２日で皮膚症状、呼吸器症状が出ます。 

     皮膚症状   ：   咬まれたり引っかかれた後に、激痛、発赤、腫脹し、 
               重い炎症となることがあります。 
     呼吸器症状：   軽い風邪のような症状から、重篤な肺炎をおこす 
               こともあります。 
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岐阜県動物由来感染症予防整備事業より 

検体数 陽性数 陽性率 

犬 ２８ １４ ５０％ 

猫 ５４ ４２ ７８％ 

・岐阜県内で飼育されている 犬や猫の口の中の
パスツレラ属菌を調べた ところ、犬では５０％、
猫では７８％が、パスツレラ属菌を持っていました。 

   パスツレラ症は、パスツレラ属菌という細菌によって感染する 
   病気です。 
   パスツレラ属菌は健康な犬や猫の口の中に存在していますが 
   通常、犬や猫は症状が出ません。 

 犬猫から人にうつる病気について  
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